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東日本大震災から3年が経過しました。多くの人々が受けた心の傷…。時間の経過とともに、被災の

記憶が風化されていく中、いま、心の見守り、手当は十分といえるでしょうか。被災地に限らず、心

に傷を抱えた人々、ケアする人々、すべての人々に求められる回復への問い。それは何なのか…。

その問いから生まれた作品です。

□固
震災で母、里子を亡くした俊太と仁美。里子を失った悲しみから心が不安定となり、い

なくなった父、芳雄。両親がいなくなり、震災孤児となった俊太と仁美は、被災し、借り

上げ住宅に住んでいる里子の姉、弓子の家に引き取られた。だが、避難生活が続く弓子も、

震災後、痴呆になった母、菊枝の世話や生活に追われ、俊太と仁美の心の傷に十分に

目が届いていなかった。

そんなある日、スクールバス乗り場まで送ったはずの俊太と仁美が学校に登校していな

いという連絡が入る。学校にかけつけた弓子が担任の山口、今井から示されたのは、破れ、

テープで貼りあわされた、仁美が描いた家族の絵だった。そして、絵を破いたのは俊太と

告げられる。

震災から時間が経過する中で、弓子は、次第に俊太と仁美の気持ちが読めなくなって

いた。

仁美は最近になって、亡くなった母、里子を見たと度々言うようになっていた。「そんな

おかしなこといってたら、みんなから笑われるでしょI」。その度に、弓子は、仁美を叱りつ

けていた。俊太はそんなときにも感情を表せず、何を考えているのかわからない…。

妹の死、母の痴呆、そして、震災後変わってしまった生活…。弓子は、過去の記憶と

傷から逃れるために、妹や母、家族の思い出を不幸な記憶にして忘れようとしていた。だが、

それは自分たちを置いていなくなった父への恨みを持ち続ける俊太も同じだった。俊太と仁

美の姿は、弓子に自分の中にある悲しみを振り返らせてしまうのだ。それが意識せずに、
二人への虐待になろうとしていた。

俊太と仁美がいなくなったのは、絵を破ってしまった俊太が仁美のために、亡くなった

母を探そうとしていたのだ。しかし、どこにいけばわからないまま途方にくれていた。そのとき、

父、芳雄の親友、高木と会う。高木は、芳雄と自分が育ち、いまは津波と原発事故で

避難地域となった町や両親が出会った、サーフィン仲間がよく通っていたラーメン店に二

人を連れていく。そして、父と母の出会い、二人が生まれた経緯、いなくなった芳雄や

痴呆になった祖母、菊枝、そして、叔母、弓子にもある、二人と同じ、心の傷について語る。

高木は「どこにいたって、みんな、おまえたちを見守っている。いつだってそばにいる。
いつだって一緒にいる。だから、こわくても、つらくても、少しずつでも、お母さんが大好

きだった海の方を向くんだJと、二人にいまを生きることの大切さと、それをみんなが願っ

ていることを告げ、いなくなる。じつは、高木も里子と同じように、この世の人ではなかった…。

高木の言葉に促され、自分の足で歩いていくために、母、里子と別れをしなくては…

そう感じる俊太と仁美。そして、二人は、いままでこわくて近づけなかった、海の方へ歩

き出す。

通報を受け、町の人や学校職員と二人を探していた弓子は、被災した海岸で二人を

みつける。そして、弓子は、そこに、仁美がいっていたように、亡くなった妹、里子の姿

を見るのだ…。

家族の絵を破いた俊太と同じように、過去をいやな思い出だけにして忘れようとしてい

た弓子。だが、そのとき、その記憶に心をいやされ、励まされている自分に気づくのだった…。
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